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11
月
30
日
（
木
）
教
育
後
援
会
・

卒
業
生
保
護
者
の
会
主
催
の
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
見
学
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
目
的

地
は
、
追
手
門
学
院
大
学
が
連
携
協

定
を
結
ん
で
い
る
京
都
府
宇
治
市
へ

の
バ
ス
旅
行
で
し
た
。

午
前
９
時
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
八
条
口
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
合
。
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
バ
ス
に
乗
車
し
、
第

一
目
的
地
の
宇
治
茶
会
館
へ
と
出
発

し
ま
し
た
。
到
着
ま
で
の
約
１
時
間

は
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
流
暢
な
お

話
、
車
窓
よ
り
宇
治
川
や
宇
治
の
茶

畑
を
眺
め
る
バ
ス
旅
行
を
楽
し
み
ま

し
た
。

到
着
後
、
10
時
よ
り
講
演
会
を
開

催
。
宇
治
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
宇
治
市
市
民
環
境
部
長
の
松

田
様
よ
り
「
宇
治
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
の
ご
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、「
宇
治
茶
～uji-

cha

～
」
を
海
外
に
発
信
す
る
た
め

に
オ
ラ
ン
ダ
へ
留
学
し
た
学
生
の
体

験
談
を
ま
と
め
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
鑑
賞
や
、

国
際
教
養
学
部
の
今
後
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、「
Ｇ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
が
続
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、懇
親
会
会
場
で
あ
る「
花

や
し
き
浮
舟
園
」
に
移
動
し
、
11
時

半
よ
り
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
後
援
会
堀
井
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
川
原
理
事
長
の
乾
杯
で
会

場
内
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
と
な
り

ま
し
た
。
宴
会
場
の
大
き
な
窓
か
ら

は
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
を
楽
し
ん
で
い

る
か
の
よ
う
な
宇
治
の
里
の
風
景

と
、
力
強
く
流
れ
る
宇
治
川
の
様
子

を
眺
め
な
が
ら
、
季
節
の
会
席
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
、
同
席
に
な
っ
た

方
々
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
関
係

者
の
紹
介
、
卒
業
生
保
護
者
の
会
北

澤
副
会
長
の
ご
挨
拶
、
教
育
後
援
会

小
村
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
懇
親

会
は
実
り
あ
る
交
流
の
場
と
な
り
、

閉
会
し
ま
し
た
。

懇
親
会
後
は
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
各
グ
ル
ー
プ
に
１
人
の
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
さ
ん
が
付
き
、
宇
治
の
ま
ち

を
散
策
開
始
。
ま
ず
は
、
世
界
文
化

遺
産
の
「
平
等
院
」
へ
向
か
い
ま
し

た
。
鳳
凰
堂
の
中
を
見
学
し
、
い
ろ

は
も
み
じ
に
彩
ら
れ
た
院
内
で
平
安

時
代
と
変
わ
ら
ぬ
風
景
を
楽
し
み
ま

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
６
月
３
日
（
土
）
に
優
駿

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
教

育
後
援
会
の
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
会
長
の
大
役
を
再
び
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
重
責
に
あ
ら

た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
一
年
も
役
員
に
な

ら
れ
た
皆
さ
ま
、
会
員
で
あ
る
保

護
者
の
皆
さ
ま
と
心
を
一
つ
に
し

て
、
追
手
門
学
院
大
学
の
一
層
の

発
展
を
願
っ
て
、
精
一
杯
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
至

ら
な
い
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
後
援
会
は
、「
学
生
が
大

学
で
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
」、「
大
学
の

教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
に
寄
与

す
る
こ
と
」
及
び
「
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
諸
事
業

が
学
生
た
ち
の
成
長
を
育
み
、
輝

か
し
い
未
来
に
向
け
た
実
り
あ
る

大
学
で
の
生
活
の
一
助
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
、
学
院
創
立
１
３
０
周
年

を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
さ
ら

な
る
教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
、

教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
て
始
動

し
て
い
る
大
学
、
ま
た
、
追
手
門

学
院
教
育
振
興
会
を
通
じ
て
併
設

の
学
校
・
園
の
各
後
援
団
体
と
の

連
携
を
深
め
、
よ
り
一
層
の
発
展

に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

念
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

会
長　

堀 

井　

裕 

司

教
育
後
援
会
長
挨
拶

見
学
懇
親
会
印
象
記

教
育
後
援
会　

会
計

笠
間　

優
雄

し
た
。

次
に
、
福
寿
園
へ
向
か
い
「
宇
治

茶
体
験
コ
ー
ス
」「
朝
日
焼
き
体
験

コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、
各
々
体
験
講

座
へ
参
加
し
ま
し
た
。「
宇
治
茶
体

験
コ
ー
ス
」
で
は
、
石
臼
を
ゆ
っ
く

り
と
し
た
１
・
２
・
３
の
リ
ズ
ム
で
約

15
分
間
回
し
続
け
、
で
き
あ
が
っ
た

香
り
の
良
い
お
抹
茶
を
そ
の
場
で
お

薄
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
朝
日
焼
き
体
験
コ
ー
ス
」
で
は
、

器
づ
く
り
に
挑
戦
！
自
信
作
品
を
完

成
さ
せ
、
焼
き
上
が
り
を
楽
し
み
に

体
験
を
終
え
ま
し
た
。

今
年
度
の
見
学
懇
親
会
で
は
、
色

彩
豊
か
な
宇
治
の
秋
を
楽
し
み
、
先

人
が
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
素
敵
な
日

本
の
文
化
に
ふ
れ
、
ま
た
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
一
体
と
な
り
深
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
で

き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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２
０
１
７
年
６
月
３
日
（
土
）
午
前

11
時
よ
り
大
学
６
号
館
優
駿
ホ
ー
ル
に

て
、
２
０
１
７
年
度
教
育
後
援
会
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
教
育
後
援
会
堀
井
会

長
の
挨
拶
に
続
き
川
原
理
事
長
・
学
長

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
２
０
１
７
年
度
新
役
員
の
紹
介
が

あ
り
、
新
役
員
を
代
表
し
て
堀
井
会
長

よ
り
就
任
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
議
長
に
会
長
が
選
出
さ
れ
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
次

の
通
り
で
す
。

　
２
０
１
６
年
度
事
業
報
告　
　
　
　
　

    

本
会
は
、

１　

学
生
の
福
祉
を
増
進
す
る

２　

教
育
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る

３　

�

大
学
と
家
庭
の
連
携
及
び
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る

�

を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
６
年
度
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
を
実

施
し
た
。

⑺
朝
定
食
の
費
用
一
部
援
助

　

�　

２
０
１
６
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
と
し
て
食
堂
で
販
売
さ
れ
る
朝

定
食
の
費
用
を
一
部
援
助
し
た
。

⑻
入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

�　

入
学
生
へ
の
入
学
記
念
品
と
し

て
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
贈
呈
し
た
。

卒
業
生
へ
は
卒
業
記
念
品
と
し
て

印
鑑
１
本
と
袱
紗
の
セ
ッ
ト
を
贈

呈
し
た
。

⑼
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催

　

�　

春
学
期
末
卒
業
生
に
対
し
て

は
、２
０
１
６
年
９
月
23
日
（
金
）

に
春
学
期
末
学
位
授
与
式
終
了

後
、
大
学
食
堂
棟
で
開
催
し
た
。

秋
学
期
末
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
３
月
17
日
（
金
）
に

学
位
授
与
式
終
了
後
、
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し

た
。

２　

大
学
へ
の
援
助

⑴�

大
学
創
立
50
周
年
記
念
事
業
協
力

基
金
の
贈
呈

　

�　

２
０
１
２
年
度
か
ら
２
０
１
５
年

度
ま
で
に
積
み
立
て
た
大
学
創
立

50
周
年
記
念
事
業
協
力
基
金
を

２
０
１
６
年
４
月
16
日
（
土
）
大

学
へ
贈
呈
し
た
。

⑵�

教
育
後
援
会
事
務
の
委
託
に
か
か

る
経
費
補
填

３　
�

大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
、
会
員
相

互
の
親
睦

⑴
会
報
の
発
行
（
年
２
回
）

　

�　

２
０
１
６
年
４
月
30
日
と

２
０
１
７
年
１
月
10
日
２
回
発
行

し
た
。

⑵�

「
保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ガ
イ
ド
」
の
発
行

　

�　

入
学
手
続
き
後
に
新
入
生
保
護

者
に
配
布
し
た
。

⑶�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員

へ
の
広
報

　

�　

各
行
事
の
お
知
ら
せ
や
報
告

等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情

報
発
信
の
充
実
を
図
っ
た
。

⑷
教
育
後
援
会
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
開
催

１　

学
生
へ
の
助
成

⑴�

奨
学
金
の
給
付
（
給
付
奨
学
金
及

び
修
学
援
助
給
付
奨
学
金
）

　

①
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金

　

�　

修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
学
生
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
２
０
１
４
年
度
よ
り
給
付
者

を
春
学
期
、
秋
学
期
５
名
ず
つ
拡
充

し
、
30
名
の
学
生
に
給
付
し
た
。

　

②�

教
育
後
援
会
修
学
援
助
給
付
奨

学
金

　

�　

学
資
支
弁
者
た
る
父
母
ま
た
は

保
証
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
る

家
計
急
変
の
た
め
に
、
修
学
を
継

続
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
と

な
っ
た
学
生
の
学
費
等
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
０
１
６
年
度
は
13
名
の
学
生
に

給
付
し
た
。

⑵
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
受
験
料
全
額
援
助

　

�　

１
回
生
全
員
を
対
象
に
実
施
し

た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
受
験
料
全
額
援

助
を
行
っ
た
。

⑶�

就
職
模
擬
試
験
の
受
験
料
全
額
援

助

　

�　

３
回
生
を
対
象
に
実
施
し
た
第

１
回
、
な
ら
び
に
第
２
回
就
職
模

擬
テ
ス
ト
の
受
験
料
の
全
額
援
助

を
行
っ
た
。
当
年
度
は
延
べ

９
４
２
名
の
学
生
が
受
験
し
た
。

⑷
筆
記
試
験
対
策
講
座

　

�　

３
回
生
希
望
者
を
対
象
と
し
た

筆
記
試
験
対
策
講
座
の
受
講
料
援

助
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
延
べ

３
０
３
名
の
学
生
が
受
講
し
た
。

⑸
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
援
助

　

�　

語
学
検
定
料
援
助
、
交
換
留
学

生
へ
の
海
外
留
学
準
備
講
座
へ
の

援
助
、
交
換
留
学
生
へ
の
活
動
支

援
へ
の
援
助
を
行
っ
た
。

⑹
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　

�　

課
外
活
動
団
体
の
大
会
出
場
に
か

か
る
諸
経
費
、
学
外
施
設
の
利
用
料

及
び
成
績
優
秀
団
体
へ
の
報
奨
金
等

の
援
助
を
行
っ
た
。

　

�　

２
０
１
６
年
６
月
４
日
（
土
）

に
開
催
し
た
。

⑸�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
の

開
催
（
年
２
回
）

　

�　

２
０
１
６
年
６
月
４
日
（
土
）

に
教
育
後
援
会
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
第
１
回
就
職

講
演
会
を
開
催
し
た
。
第
２
回
就

職
講
演
会
は
２
０
１
７
年
２
月
25

日
（
土
）
に
開
催
し
た
。

⑹�

保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
の
開
催

（
学
生
相
談
室
の
企
画
・
協
力
の

も
と
、
年
１
回
開
催
）

　

�　

２
０
１
６
年
６
月
４
日
（
土
）
に

教
育
後
援
会
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
て
開
催
し
た
。

⑺
見
学
懇
親
会
の
開
催

　

�　

２
０
１
６
年
10
月
18
日
（
火
）
に

卒
業
生
保
護
者
の
会
と
共
催
で
ガ
ー

デ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
大
阪
で
の
昼
食

懇
親
会
と
ト
ー
テ
ム
鑑
賞
を
開
催

し
、
大
学
関
係
者
を
含
め
１
２
３
名

が
参
加
し
た
。

⑻
新
会
員
歓
迎
会
の
開
催

　

�　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
（
金
）

の
入
学
式
後
に
新
会
員
歓
迎
会
を

開
催
し
た
。

⑼�

特
別
公
開
講
座「
お
う
て
も
ん
塾
」

の
開
講

　

�　

会
員
の
教
養
を
高
め
る
事
業
と

し
て
、
教
育
後
援
会
会
員
、
一
般

社
会
人
を
対
象
に
特
別
公
開
講
座

「
お
う
て
も
ん
塾
」
を
開
講
。
ス

ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を

得
て
井
村
雅
代
氏
を
講
師
に
迎

え
、２
０
１
７
年
３
月
27
日
（
月
）

14
時
よ
り
、追
手
門
学
院
大
学「
優

駿
ホ
ー
ル
」
に
て
２
０
１
６
年
度

お
う
て
も
ん
塾
を
開
催
し
た
。
ま

た
講
演
会
を
基
調
講
演
と
し
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

⑽
実
行
委
員
会
、
会
員
総
会
の
開
催

　
�　

実
行
委
員
会
を
７
回
、
見
学
懇

親
会
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
１
回
、

総
会
準
備
委
員
会
を
１
回
開
催
し

た
。
２
０
１
６
年
６
月
４
日（
土
）

教
育
後
援
会

総
会
開
催

2017年度

に
会
員
総
会
を
開
催
し
た
。

⑾�

慶
弔
規
定
に
も
と
づ
く
祝
金
及
び

弔
慰
金
の
給
付

４　

教
育
振
興
会
と
の
連
携

教
育
後
援
会
Ｄ
Ａ
Ｙ
、見
学
懇
親
会
、

お
う
て
も
ん
塾
な
ど
の
各
行
事
を
教
育

振
興
会
と
共
催
で
開
催
し
、
連
携
を
深

め
た
。

　
２
０
１
６
年
度
収
支
決
算
報
告　
　

  

　
及
び
会
計
監
査
報
告　
　
　
　
　
　

  

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
２
０
１
７
年
度
事
業
計
画
案　
　
　

  

　
及
び
収
支
予
算
書　
　
　
　
　
　
　

  

２
０
１
７
年
度
事
業
に
、
将
軍
山
祭

実
行
委
員
会
運
営
へ
の
援
助
な
ど
を
新

規
事
業
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
度

収
支
予
算
書
は
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
履
修
登
録
に
つ
い
て
説
明　
　
　
　

  

高
尾
専
務
理
事
よ
り
、
履
修
登
録
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
の
方
か

ら
の
質
問
に
、
藤
吉
教
務
部
長
が
回
答

さ
れ
ま
し
た
。

　
退
任
役
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈　
　
　
　

  

退
任
役
員
に
川
原
理
事
長
・
学
長
よ

り
感
謝
状
及
び
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
教
育
後
援
会
の
活
動
に
対
す

る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い

し
て
総
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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2017 年度
教 育 後 援 会 役 員

2016 年度教育後援会収支計算書
<2016.4.1 ～ 2017.3.31>

2017 年度教育後援会収支予算書
<2017.4.1 ～ 2018.3.31>

上記のとおり報告いたします。　2017年 5月13日

追手門学院大学教育後援会　　会　長　　堀　井　裕　司
	 会　計　　鶴　田　順　子
	 会　計　　富　田　善　美

2016年度教育後援会の会計について監査の結果、すべて適
正、かつ正確であることを認めます。2017年 5月13日

追手門学院大学教育後援会　会計監査　　一　瀬　隆　子
	 会計監査　　岩　村　公　江

職　名 氏　　名 学年 学　　部

会　長 堀　井　裕　司 4 経　　営

副会長
小　村　美　幸 4 国際教養
野　村　和　子 3 社　　会
西　川　良　彦 1 国際教養

会　計
富　田　善　美 4 経　　済
笠　間　優　雄 2 国際教養

会　計
監　査

谷　村　仁　代 4 経　　営
田　中　里　香 4 経　　営

委　員

上　原　裕　香 4 心　　理
神　﨑　　　実 3 経　　済
竹　内　暁　子 3 経　　済
林　　　真由美 3 地域創造
下　出　京　子 2 経　　営
梨　木　真　弓 2 地域創造
細　越　雅　子 2 地域創造
津　田　美　佐 2 社　　会
樽　本　丞　史 2 心　　理
乾　　　智　子 2 国際教養
小　林　秀　樹 1 経　　済
宇佐美　尚　穂 1 経　　営
古　春　芳　江 1 経　　営
福　島　佳　子 1 地域創造
港　川　陽　子 1 心　　理
菊　地　玉　喜 1 国際教養

（単位：円）

収
入
の
部

科　　目 予算額 決算額 差　　異
会 費 65,000,000 64,070,000 930,000
会 員 研 修 参 加 費 1,500,000 1,800,432 △ 300,432
受 取 利 息 配 当 金 20,000 1,160 18,840
記念事業協力費特定預金からの繰越収入 10,000,000 10,000,000 0
学生支援基金積立金からの繰越収入 0 3,000,000 △ 3,000,000
雑 収 入 15,000 42,200 △ 27,200
当 年 度 収 入 合 計 76,535,000 78,913,792 △ 2,378,792
前 年 度 繰 越 金 62,405,619 62,405,619 0
収 入 の 部 合 計 138,940,619 141,319,411 △ 2,378,792

支
出
の
部

会 議 費 500,000 162,856 337,144
会 員 研 修 費 3,000,000 3,635,333 △ 635,333
教 育・ 就 職 講 演 会 援 助 費 1,000,000 176,520 823,480
学 生 奨 学 金 助 成 費 14,750,000 17,750,000 △ 3,000,000
学 生 関 係 援 助 費 13,600,000 10,759,582 2,840,418
会 報 作 成 費 1,000,000 886,884 113,116
キャンパスガイド作成費 1,200,000 996,840 203,160
卒 業 記 念 パ ー テ ィ ー 費 8,900,000 8,873,101 26,899
記 念 品 費 5,000,000 4,414,144 585,856
慶 弔 費 700,000 693,200 6,800
通 信 費 2,000,000 1,710,980 289,020
事 務 費 1,300,000 1,155,064 144,936
広 報 費 500,000 169,560 330,440
雑 費 50,000 648 49,352
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
寄 付 金 10,000,000 10,042,200 △ 42,200
記 念 事 業 協 力 積 立 金 1,000,000 0 1,000,000
学 生 支 援 基 金 積 立 金 10,000,000 0 10,000,000
予 備 費 3,000,000 123,919 2,876,081
当 年 度 支 出 合 計 81,000,000 65,050,831 15,949,169
次 年 度 繰 越 金 57,940,619 76,268,580 18,327,961
支 出 の 部 合 計 138,940,619 141,319,411 △ 2,378,792

（単位：円）

収
入
の
部

科　　目 17 年度予算額 16 年度予算額 差　　異
会 費 67,540,000 65,000,000 2,540,000
会 員 研 修 参 加 費 1,500,000 1,500,000 0
受 取 利 息 配 当 金 10,000 20,000 △ 10,000
記念事業協力費特定預金からの繰入収入 0 10,000,000 △ 10,000,000
学生支援基金積立金からの繰入収入 0 0 0
雑 収 入 15,000 15,000 0
当 年 度 収 入 合 計 69,065,000 76,535,000 △ 7,470,000
前 年 度 繰 越 金 76,268,580 62,405,619 13,862,961
収 入 の 部 合 計 145,333,580 138,940,619 6,392,961

支
出
の
部

会 議 費 500,000 500,000 0
会 員 研 修 費 3,700,000 3,000,000 700,000
教 育・ 就 職 講 演 会 援 助 費 500,000 1,000,000 △ 500,000
学 生 奨 学 助 成 費 14,750,000 14,750,000 0
学 生 関 係 援 助 費 14,000,000 13,600,000 400,000
会 報 作 成 費 1,000,000 1,000,000 0
キャンパスガイド作成費 1,200,000 1,200,000 0
卒 業 記 念 パ ー テ ィ ー 費 8,900,000 8,900,000 0
記 念 品 費 5,000,000 5,000,000 0
慶 弔 費 700,000 700,000 0
通 信 費 2,000,000 2,000,000 0
事 務 費 1,300,000 1,300,000 0
広 報 費 250,000 500,000 △ 250,000
雑 費 25,000 50,000 △ 25,000
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
寄 付 金 0 10,000,000 △ 10,000,000
記 念 事 業 協 力 積 立 金 2,000,000 1,000,000 1,000,000
学 生 支 援 基 金 積 立 金 20,000,000 10,000,000 10,000,000
予 備 費 3,000,000 3,000,000 0
当 年 度 支 出 合 計 82,325,000 81,000,000 1,325,000
次 年 度 繰 越 金 63,008,580 57,940,619 5,067,961
支 出 の 部 合 計 145,333,580 138,940,619 6,392,961
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春
学
期
末
学
位
授
与
式

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

春
学
期
末
学
位
授
与
式

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

2017年度

お
う
て
も
ん
塾

2017
年度

お
う
て
も
ん
塾

2017
年度

２
０
１
７
年
11
月
５
日
（
日
）

10
時
よ
り
、
追
手
門
学
院
大
学
６

号
館
に
て
「
２
０
１
７
年
度
お
う

て
も
ん
塾　

将
軍
山
祭
特
別
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
お
う
て
も
ん
塾

は
、
教
育
後
援
会
と
第
51
回
将
軍

山
祭
実
行
委
員
会
が
力
を
合
わ
せ
、

「
将
軍
山
祭
特
別
講
演
会
」
と
し
て

開
催
。
司
会
は
、
放
送
部
の
立
石

勝
己
さ
ん
、
土
井
康
平
さ
ん
に
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
に

は
、
尾
木
マ
マ
こ
と
尾
木
直
樹
氏

を
お
招
き
し
、「
７
つ
の
人
生
力　

～
あ
り
の
ま
ま
に
今
を
輝
か
せ
る

力
と
大
学
生
へ
の
親
の
サ
ポ
ー
ト

～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

６
号
館
２
階
の
優
駿
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
講
演
会
で
す
が
、
当
日

参
加
の
方
に
も
多
数
ご
来
場
い
た

だ
き
、
１
階
の
大
教
室
で
も
中
継

で
尾
木
マ
マ
の
講
演
会
を
お
聞
き

い
た
だ
き
ま
し
た
。

将
軍
山
祭
実
行
委
員
長
の
尾
松

賢
さ
ん
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
会

場
の
み
な
さ
ま
で
「
尾
木
マ
マ
～
」

と
大
き
な
声
で
お
呼
び
す
る
と
、

会
場
後
方
か
ら
尾
木
マ
マ
が
登
場
。

参
加
者
の
方
々
と
握
手
を
さ
れ
な

９
月
22
日
（
金
）、
２
０
１
７
年

度
春
学
期
末
学
位
授
与
式
が
大
学
１

号
館
３
階
会
議
室
５
に
て
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
10
時
30
分
に
開
式
し
、
国
歌

斉
唱
後
、
川
原
理
事
長
・
学
長
よ
り

卒
業
生
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
理
事
長
・
学
長
式
辞
、

来
賓
紹
介
、
卒
業
記
念
品
贈
呈
が
行

わ
れ
、
最
後
に
慣
れ
親
し
ん
だ
学
院

歌
を
斉
唱
し
、
滞
り
な
く
式
は
終
了

し
ま
し
た
。

式
後
、
食
堂
棟
２
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
て
卒
業
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
川
原
理

事
長
・
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、
堀
井

会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
会
食
が
始

ま
り
ま
し
た
。

多
数
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
わ
ず
か
１
時
間
余
と
い
う
短
い

ひ
と
と
き
で
し
た
が
、
卒
業
生
た
ち

と
の
間
に
は
楽
し
い
語
ら
い
の
輪
が

広
が
り
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
校
友
会
林
田
会
長
よ
り
お

祝
い
と
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た

後
、卒
業
生
代
表
よ
り
謝
辞
が
あ
り
、

名
残
惜
し
み
つ
つ
卒
業
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
教
育
後
援
会
給
付

奨
学
金
交
付
式
を
９
月
22
日
（
金
）

に
挙
行
し
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
教
育
後
援
会
の
資

金
を
も
っ
て
創
設
し
、
修
学
の
熱
意

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
へ
の
援

助
・
学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く

教

育

後

援

会

給

付

奨
学
金
交
付
式
挙
行

が
ら
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

１
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
子
育
て

の
お
話
か
ら
ご
出
演
番
組
の
お
話

ま
で
、
テ
ー
マ
に
と
ら
わ
れ
ず
様
々

な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
中
で
も
、「
笑
い
」や「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
大
切
さ
に
つ

い
て
お
話
を
さ
れ
る
中
で
、
今
回

の
講
演
で
も
、
会
場
中
か
ら
終
始

笑
い
声
が
溢
れ
、
ま
た
参
加
者
の

方
に
も
意
見
を
伺
い
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
れ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

お
話
の
後
に
は
、
教
育
後
援
会

会
長
の
堀
井
裕
司
様
の
ご
挨
拶
、

将
軍
山
祭
実
行
委
員
会
企
画
副
局

長
の
水
越
泰
雅
さ
ん
よ
り
花
束
贈

呈
が
行
わ
れ
、
大
き
な
拍
手
と
共

に
講
演
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
お
う
て
も
ん
塾
に
は
、

学
生
や
保
護
者
の
み
な
さ
ま
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
に
も
多

数
ご
来
場
い
た
だ
き
、
約
８
０
０

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
楽
し
か
っ
た
」

「
久
し
ぶ
り
に
笑
わ
せ
て
も
ら
っ

た
」
と
い
う
感
想
を
は
じ
め
「
あ
っ

り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
の
総
会
に
て
給
付

枠
20
名
か
ら
30
名
へ
の
拡
大
が
承
認

さ
れ
、
選
考
に
よ
り
春
学
期
・
秋
学

期
を
併
せ

て
30
名
の

学
生
に
奨

学
金
を
給

付
い
た
し

ま
し
た
。

と
い
う
間
で
、

も
っ
と
話
を
聞

き
た
か
っ
た
」

「
講
演
会
で
聞

い
た
事
を
子
育
て
に
活
か
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
尾
木

先
生
を
は
じ
め
、
お
う
て
も
ん
塾

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
た
く
さ
ん
の
方
々
、
な
ら

び
に
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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絆繋～きづな～

テーマ 第51回 将軍山祭
11月４日（土）・５日（日）

本年も、学校教職員の方々をはじめ、多くのご支援、
ご協力を賜り、新たな始まりとなる第 51回将軍山祭を
無事終えることができました。関わっていただいた皆様
に、厚く御礼申し上げます。
今年は、第 50回を終え、第 51回として新たな第一
歩となるよう強い意気込みをもって始まりました。良い
ところ悪いところをすべて見直し、追手門学院大学全体
で作り上げ、追手門学院大学近隣住民の方々と絆を結び、
それを来年にも繋いでいくという意味を込めて「絆繋～
きづな～」というテーマを決めました。将軍山祭始まっ
て以来初の、見て楽しい、聞いて為になる講演会を催し
たり、近隣の幼稚園に子供向けのデモンストレーション
を行うなど、全員が少しでも多くのお客様に来ていただ
きたい、ご来場いただいた皆様が楽しんで帰り、また来
たいと思えるような将軍山祭作りに勤しんで参りまし
た。今年もたくさんの方の笑顔を見ることができました。
第 52回将軍山祭でも、今年を土台とし、さらなる進
化を目指して活動していきますので、変わらぬご支援、
ご協力の程、よろしくお願いいたします。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

２
０
１
７
年
度

将
軍
山
祭
期
間
中
の
11
月
５
日

（
日
）
に
大
学
校
友
会
主
催
の
第
27

回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
が
食
堂

棟
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、「
安
威
の
丘
で
大
同

窓
会
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

校
友
大
会
や
懇
親
会
、
学
部
同
窓
会

な
ら
び
に
ク
ラ
ブ
同
窓
会
が
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
、
多
く
の
卒
業
生
と
家

族
た
ち
が
母
校
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

将
軍
山
会
館
で
は
地
域
創
造
学
部

の
紹
介
展
示
、
懇
親
会
会
場
で
は
、

ア
メ
リ
カ
民
謡
研
究
部
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド

の
演
奏
と
と
も
に
、
応
援
団
に
よ
る

演
舞
も
披
露
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
号
館
前
で
は
、

各
支
部
お
す
す
め
の
名
産
品
を
販
売
。

今
年
も
好
評
で
完
売
御
礼
と
な
り
ま

し
た
。
恩
師
や
級
友
と
の
旧
交
を
温

め
あ
う
光
景
が
各
所
で
見
ら
れ
、
今

年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
も

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

第51回 将軍山祭実行委員会
委員長　尾松　賢

（経済学部　ヒューマンエコノミー学科）



C a r e e r  A c t i o n  C o m m o n s

将来へ向けて一歩踏み出す“アクション”を支援する

キャリア・アクションコモンズ
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ク
シ
ョ
ン
コ
モ
ン

ズ
は
、
２
０
１
６
年
、
中
央
棟
１
階

に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
む
け
た
学
生
の
主
体
的
な
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

大
き
く
３
つ
の
機
能
を
持
っ
て
お
り
、

具
体
的
に
は

①�

実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な
ど
に
参
加
す

る
学
生
達
が
利
用
で
き
る
「
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」

②�

Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
就
職
適
性
検
査
）
や
公

務
員
採
用
試
験
等
の
対
策
に
向
け

た
基
礎
教
科
の
指
導
が
受
け
ら
れ

る
「
学
習
支
援
コ
ー
ナ
ー
」

③�

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
提
供

す
る
資
格
取
得
講
座
の
受
講
生
が

利
用
で
き
る
「
資
格
自
習
室
」

を
備
え
て
い
ま
す
。

①
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
支
援
！

　

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、
学
生

が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
利
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
で
す
。
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な

ど
、
特
に
実
社
会
の
テ
ー
マ
に
対
し

て
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
ト
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
学
生
達
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

大
き
め
の
机
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
、
模
造
紙
や
付
箋
な
ど
の
ツ
ー
ル

を
各
種
揃
え
て
、
い
つ
で
も
利
用
が

可
能
な
よ
う
に
し
て
い
る
ほ
か
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
を
持
っ
た
民
間

企
業
出
身
の
教
員
が
常
駐
し
て
い
ま

す
の
で
、
行
き
詰
っ
た
と
き
に
は
相

談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
実
践
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
学

生
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
し
て
い

る
例
が
多
い
で
す
が
、
教
員
と
演
習

の
履
修
生
全
員
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
習
の
一
環
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
に
来

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
、
実
社
会
で
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
に
チ
ー
ム
で
挑
戦
す

る
活
動
に
は
、
企
画
・
調
整
・
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
な
ど
、い
わ
ゆ
る
「
仕
事
」

の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
し
て
い
ま

す
。
学
生
達
は
「
仕
事
」
の
難
し
さ

や
面
白
さ
に
気
づ
き
、「
仕
事
」
の

力
を
高
め
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身

の
特
性
や
関
心
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
や
り
遂
げ
た
自
信

も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

本
格
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ほ
ど
や

り
抜
く
に
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
学
生
の

皆
さ
ん
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
・
ア

ク
シ
ョ
ン
コ
モ
ン
ズ
で
は
、
学
生
の

皆
さ
ん
の
そ
の
”ア
ク
シ
ョ
ン
“
を

支
援
し
ま
す
。

②
学
習
支
援
コ
ー
ナ
ー

学
習
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
英
語

･

数
学
な
ど
の
基
礎
教
科
を
学
習
す

る
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

卒
業
時
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
は
こ
う

い
っ
た
基
礎
教
科
の
学
習
が
必
要
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
分

か
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
就
職
適
性
検
査
が

あ
り
、
大
多
数
の
企
業
が
、
採
用
試

験
と
し
て
何
ら
か
の
学
力
テ
ス
ト
を

課
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、

企
業
の
採
用
担
当
の
方
か
ら
、『
貴

学
の
あ
の
学
生
さ
ん
、
面
接
で
は
高

評
価
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
テ
ス
ト
の

成
績
が
足
り
な
く
て
泣
く
泣
く
落
と

し
た
ん
で
す
よ
…
』
と
い
う
話
を
毎

年
伺
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
早
期
か
ら
の
着
実
な
対
策
が

必
須
で
す
。

ま
た
、
例
え
ば
公
務
員
試
験
や
教

員
採
用
試
験
の
対
策
な
ど
、
各
種
の

試
験
の
中
で
必
要
と
な
る
基
礎
教
科

の
対
策
に
つ
い
て
も
、
資
格
取
得
講

座
や
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
、
Ｅ-

Ｃ

Ｏ
（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
ア
ッ

ト
オ
ウ
テ
モ
ン
）
な
ど
、
関
連
す
る

部
署
と
の
連
携
の
も
と
で
支
援
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
科
目
指
導
が
出
来

る
中
学
高
校
な
ど
の
教
員
経
験
者
が

常
駐
（
※
２
０
１
７
年
度
は
英
語
の

教
員
の
み
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
は

数
学
の
教
員
を
追
加
配
置
予
定
）
し

て
お
り
、
講
座
や
個
別
相
談
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
何
を
勉
強
す
れ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
も
そ
も

何
が
分
か
ら
な
い
か
分
か
ら
な
い
、

と
い
う
状
態
で
も
大
丈
夫
！
ま
ず
は

相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。
今
の
理
解

度
や
つ
ま
ず
き
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
将
来

の
た
め
に
コ
ツ
コ
ツ
学
ぶ
、
そ
れ
も

ま
た
”ア
ク
シ
ョ
ン
“
で
す
。

③
資
格
自
習
室

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ク
シ
ョ
ン
コ
モ
ン

ズ
の
隠
れ
た
お
ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
が

こ
ち
ら
の
資
格
自
習
室
で
す
。

自
学
自
習
を
行
う
た
め
の
部
屋
で

す
の
で
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
、
講
座
が

開
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
学
習
支
援

コ
ー
ナ
ー
と
は
部
屋
自
体
が
分
か
れ

て
お
り
、
私
語
は
も
ち
ろ
ん
、
会
話

が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
静
粛
な
環
境

を
提
供
し
ま
す
。

原
則
的
に
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支

援
課
が
学
内
で
開
講
し
て
い
る
資
格

取
得
講
座
の
受
講
生
が
利
用
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
学
習
支
援
コ
ー
ナ
ー

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
資
格
取
得

や
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
な
ど
、
将
来
に
向
け

て
集
中
し
て
勉
強
し
た
い
人
は
、
是

非
こ
の
自
習
室
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
キ
ャ

リ
ア･

ア
ク
シ
ョ
ン
コ
モ
ン
ズ
に
い

る
担
当
職
員
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
利
用
受
付
票
に
氏
名
等
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
が

終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
一
言
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
学

生
の
皆
さ
ん
の
、静
か
な
”ア
ク
シ
ョ

ン
“
を
応
援
し
ま
す
。

気
軽
に
相
談
を
！

学
生
の
皆
さ
ん
が
、
将
来
に
向
け

て
一
歩
踏
み
出
す
”ア
ク
シ
ョ
ン
“
を

支
援
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ク
シ
ョ
ン
コ
モ
ン
ズ
は
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
動
け
ば
わ
か
る
。

動
け
ば
か
わ
る
。ま
ず
は
何
か
一
歩
、

行
動
に
移
し
て
い
け
ば
、
ひ
ら
け
て

く
る
道
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
こ
で

は
３
つ
の
支
援
機
能
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
と
に
か
く
気
軽
に
相
談
に
お

越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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追
手
門
学
院
大
学
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
語
の
文
章
作
成

の
イ
ロ
ハ
を
修
得
す
る
た
め
の
新
し

い
学
習
支
援
組
織
で
す
。大
学
で
は
、

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
原
稿
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

章
を
書
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
章
作
成
の
プ

ロ
や
、
訓
練
を
受
け
た
学
生
チ
ュ
ー

タ
ー
が
、
文
章
を
あ
い
だ
に
、
一
人

40
分
間
の
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
文
章

を「
添
削
」す
る
こ
と
で
は
な
く「
対

話
」
す
る
こ
と
で
す
。「
対
話
」
を

通
じ
て
学
生
の
皆
さ
ん
の「
気
づ
き
」

を
促
し
、
良
い
書
き
手
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

達
意
の
日
本
語
を
綴
る
ス
キ
ル

は
、大
学
で
の
学
習
に
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
や
家
庭
で
も
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
追
手
門
学
院
大
学
の
す
べ
て

の
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
本
セ
ン
タ
ー

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
、
表
現

す
る
喜
び
、
理
解
と

共
感
を
得
る
喜
び
、

周
り
を
変
え
自
分
自

身
も
変
わ
っ
て
い
く

喜
び
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

 支援内容
・１対１の文章作成指導
	（チュータリング）
・文章力底上げのためのセミナー
・授業科目との連携による文章指導

 利用案内
●場所
 中央棟１階
●開館時間
 平日／ 11：00 ～ 15：00
●相談時間 
 １回あたりの相談時間は 40
 分です。
 ※原則、事前予約制
●お問い合わせ
 MAIL：
 WritingCenter@otemon.ac.jp

 予約システムについて
ライティングセンターの利用
は事前予約制です。センター
の HP からアクセスできます。
URL：
https ://www.otemon .
ac.jp/facilities/education/
writingcenter.html

ライティングセンター担当教員

＊梅村　修（基盤教育機構）
　日本語教育学専攻
　著書：『初中級日本語文法問題集１・２』 
＊真銅　正宏（国際日本学科）
　日本近現代文学専攻
　著書：『小説の方法』 
＊斉藤　一誠（国際日本学科）
　元ソニー株式会社宣伝部所属 
＊高垣　伸博（国際日本学科）
　元毎日放送　制作プロデューサー・アナウンサー室長

＊佐藤　伸行（経済学科）
　元時事通信社記者
＊泊　吉実（地域創造学科）
　元読売新聞記者
＊佐藤　友美子（地域創造学科）
　元サントリー文化財団上席研究フェロー
　著書：『成熟し、人はますます若くなる』
＊豊島　眞介（国際日本学科）
　元毎日新聞記者・編集者／
　元毎日文化センター社長

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

追手門学院大学が創立 50 周年を迎え
た昨年につづき、来年は学院が創立 130
周年を迎えます。そして、その翌年
2019 年４月にはいよいよ新キャンパス
が開設します。この発展と飛躍の中で、
2018 年 11 月７日（水）、追手門学院創
立 130 周年記念式典が大阪城ホールで
開催されます。今回は、「オール追手門」
の関係者のみならず多くの教育関係者、
企業関係者をお招きし、未来に向かっ
て躍進する追手門学院と大学の新キャ
ンパス、そこで活躍する学生達の姿を
ご披露いたします。今からお心に覚え
ていただき、お力添えいただければ幸
いです。
追手門学院総合募金へのご協力も、あ
わせてお願い申し上げます。学生への
奨学金、クラブ活動やボランティア活
動へのご支援、大学の施設設備へのご
支援など使途をお選びいただけます。ま
た、寄付金には優遇措置があり、最大
で約 50% の寄付金控除を受けることが
できます。詳しくは、趣意書ならびに
ホームページの「総合募金」をご覧く
ださい。よろしくお願い申し上げます。

お問い合わせ
TEL：072-641-7441
URL：gakuin130th@otemon.ac.jp

周年事業
推進オフィス

追手門学院は創立 130 周年を
迎えます！

2018 年 11 月７日（水）記念式典開催

　追手門学院創立 130 周年記念事業の一環として、茨木市東部において進んでいる「茨木スマー
トコミュニティプロジェクト」に参画し、一大文教地域の創造を目指して追手門学院の新キャン
パスを整備します。
　新キャンパスには、追手門学院大学の地域創造学部と国際教養学部の移転と全学部１年次生を
対象とした初年次教育の拠点化、追手門学院中・高等学校の全面移転を行います。 
　新キャンパス地は 2018 年春開業予定の JR 総持寺駅から徒歩圏内（徒歩約 10 分）にあり、
現キャンパスからも約２キロしか離れていません。２キャンパスを一体的に運用することで学生
の利便性を向上させるほか、地域の防災・交流拠点の創出、新しい教育・研究の実践の場を実現し、
北摂地区における一大文教地区を誕生させます。
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卒
業
生
教
員
情
報
提
供
の
お
願
い

お
知
ら
せ

◆日時：
	 2018年３月20日（火）
	 10時30分開式（10時までに着席）
◆場所：
	 追手門学院大学体育館

◆日時：
	 2018年３月20日（火）
	 12時30分開始（13時30分終了予定）

従
来
の
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
は
、

学
位
授
与
式
（
卒
業
式
）
終
了
後
、

ホ
テ
ル
の
宴
会
場
に
て
行
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
卒
業
記
念
パ
ー

テ
ィ
は
、
卒
業
生
と
教
員
が
築
い
て

き
た
４
年
間
の
絆
を
確
認
し
、
卒
業

生
を
社
会
へ
送
り
出
す
前
の
「
大
学

教
育
最
後
の
集
大
成
の
場
」
で
あ
る

と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、

大
会
場
で
全
学
部
に
よ
っ
て
行
う
形

式
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
行
事
の

あ
り
方
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
大
き
な

悩
み
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

旧
来
の
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
位
置

づ
け
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
卒
業

後
も
大
学
と
卒
業
生
、
教
員
と
卒
業

生
、
ま
た
卒
業
生
同
士
が
継
続
的
に

つ
な
が
る
機
会
と
な
る
場
を
設
定
す

健康診断 健康相談
大学では、学校保健安全法に基づき、「定期健康診断」を
実施しています。全学生が毎年受診する義務があり、大学で
受診できなかった場合には、医療機関で受診し、診断書を提
出していただくことになっています（個人で受ける健康診断
の費用は個人負担になります。）。

保健室では、随時健康相談を受け付けてい
ます。必要に応じて医療施設や専門医の紹介
もしていますが、毎週火曜日の13時から15時
には、学校医による健康相談も実施していま
す。また、保健室では、禁煙支援にも力を入
れていますので、禁煙したいけれ
どもなかなかう
まくいかないと
お悩みの学生さ
んはぜひご利用
ください。

健康診断の証明書は５月頃から発行可能です。この証明書
は就職活動でも必要になりますので、必ず受診していただき
ますようお願いします。

2018年度は、３月末と４月初旬に学年別に実施を予定してい
ま す。 詳 細 は、 １ 月 末 頃 に 学 内 掲 示 板、UNIVERSAL 
PASSPORTを通じてお知らせしますのでご確認ください。

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う
提
起
を

し
て
、
適
宜
学
生
の
意
見
を
訊
く
と

と
も
に
、
開
催
を
後
押
し
し
て
き
て

い
た
だ
い
た
教
育
後
援
会
に
も
ご
相

談
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
１
７
年
度
の
学

位
授
与
式
後
の
卒
業
記
念
行
事
に
関

し
て
、
卒
業
生
が
卒
業
し
た
の
ち
も

大
学
が
長
く
近
し
い
も
の
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
学
生
生
活
を
過
ご
し

て
慣
れ
親
し
ん
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

て
、
学
部
ご
と
に
懇
親
会
を
開
催
す

る
形
態
と
し
、
卒
業
生
は
勿
論
の
こ

と
、
関
係
者
が
今
一
度
気
持
ち
を
通

わ
せ
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
行
事
を
機
縁
と
し
て
、
卒

業
し
て
以
後
も
、
卒
業
生
が
戻
っ
て

く
る
場
所
と
し
て
追
手
門
学
院
大
学

が
存
在
す
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な

「
拠
り
所
」
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
を
賜
れ
ば
、
有
難
く

存
じ
ま
す
。

２
０
１
７
年
度

　

卒
業
記
念
行
事
に
つ
い
て

	

追
手
門
学
院
大
学

学
長
　
川
原
　
俊
明

　ご家族の方やお知り合いの方で、本学卒業の教員がいらっしゃいましたら、①お名前、
②卒業年度（期）、③現在（過去）の勤務先、④職名・雇用形態（専任・常勤・非常勤）
などの情報をお寄せください。卒業教員のみなさまとのつながりを深めたいと考えてい
ます。
　なお、頂きました個人情報は下記目的以外で使用することはございません。

目的
◆�本学教員志望学生に対する講演会や交流会に関するご案内・ご依頼
◆�本学教員志望学生に対する教員採用試験（模擬授業、面接等）へのアドバイス等のご依頼
◆�本学院初等中等教育部門に対する教員志望者のご紹介のお願い
◆本学卒業生教員同士の交流

連絡先
◆追手門学院大学校友会事務局	 TEL：06-6943-8400　FAX：06-6943-8401
◆追手門学院校友会山桜会事務局	 TEL：06-6940-3481　FAX：06-6940-3482

　心理学部心
理学科４年生
の伊藤依里佳
さんが、大阪
府中学校教員
採用試験に合
格しました。
　教員採用試験前には、朝か
ら夜までセンターで勉強に取
り組み、見事合格を果たしま
した。
　教職支援センターは、伊藤
さんのように「教員になりた
い」という学生のみなさんの
夢を、全力でサポートします。

　2017年11月20日（月）
～ 24 日（金）の５日間、
授業見学ウィークを開催い
たしました。
　保護者、教職員多数の方

に大学の授業を見学いただきました。保護者の
方からは、「授業を見学できて、より大学が身近
に感じられ、とてもよかった」「教員の熱意と学
生の意欲が大変感じ取れた」などの感想をいた
だいたり、お子様と一緒に授業を受けたりと楽
しんでいただけました。また、大学をはじめ併
設校の教職員も積極的に授業を見学し、大学教
育への理解を深めました。追手門学院大学の教
育現場である授業を見学いただくことで、教育
活動への理解を深めていただくと共に、ご意見
ご感想を頂戴し教育改革を推進していきます。

学
位
授
与
式

卒
業
記
念
行
事

健康診断を
受けましょう

保健室よ
り

祝 ! 教員採用試験
合　格

大阪府中学校英語科 現役合格

授業見学
ウィークを

開催いたしました

在学生保護者のみなさま
情報をお寄せください。


